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Ⅰ　はじめに

　河川に生息する底生動物は、河川のモニタリング

の対象生物として、これまで国や自治体で広く利用

されてきた。生物的調査が理化学検査と対比して車

の両輪と例えられているように、いくつかの特徴と

利点がある。一例として、個体数、種類数がきわめ

て多く、マクロ的生物であることから採集しやすく、

他の動物と比較して定量化が容易であること、長期

的な変化が捉えやすいなどをあげることができる。

このモニタリングは、水質環境の評価手法として主

に発展してきたが、生物群集に対する影響は、水質

のみではない。移動性が少なく、流水環境に適応し

てきた底生動物については、生息場所の改変などの

生態的影響は、時として水質環境に対するものより

著しいこともある。したがって、生息場所の劣化な

どの変化に伴う生物群集、とりわけ多様性に与える

評価は今後さらに調査されるべきモニタリング手法

と考える。例えば、森林環境を保全するための各施

策は、これまで数多く実施されてきており、効果的

な施策は、水量の恒久的確保、多様な河川環境の創

造といったことが期待できるであろう。その結果と

して、水界に生息する多くの生物種に対して、それ

ぞれの生活史に係わる生息場所が提供され、多様な

生物の存在が想定される。従って、これらのことを

利用し、環境や生物の経年的変化を調査することに

よって、森林環境の長期的モニタリングを実施する

ことが可能であると考える。これらは、近年、ダム

など人工構造物の建設、あるいは森林の伐採など環

境のモニタリングとして有用視されつつあるが、森

林環境、とりわけ、源流環境の水源モニタリングと

して、渓流生物を対象とした調査は稀で、情報量が

極めて少ないのが現状である。ここでは、今後、実

施される各施策を検証するための具体的な手法を検

討するためのモニタリングの基礎資料として、相模

川水系の大洞沢（上流沢及び下流沢）及び貝沢、酒

匂川水系ヌタノ沢の底生動物の調査を実施し、源流

域の生物相の特徴を明らかにすることを目的とし

た。なお、この本報は中間報告とし、調査対象水域

4河川の基礎調査が終了した段階で結果を報告する

予定である。

Ⅱ　方　　法

１　調査項目
　相模川水系の大洞沢（上流沢及び下流沢）及び貝
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沢、酒匂川水系のヌタノ沢（A沢及び B沢）の底生

動物を対象とした。昆虫の成虫調査はヌタノ沢での

み実施した。

２　調査時期
　大洞沢は 2007 年 12 月 6 ～ 7 日、2008 年 4 月 5

～ 6日、2008 年 7月 20 日に実施した。貝沢は 2008

年 8 月 19 日、2009 年 3 月 12 日に実施した。なお、

追加調査を 2010 年 2 月 22 ～ 23 日に実施した。ヌ

タノ沢は 2011 年 1 月から 2012 年 3 月にかけて各

月 1回の調査を実施した。

３　調査地点及び調査方法
　調査地点及び経緯度をそれぞれ図１、表１に示し

た。大洞沢では上・下流域の瀬及び淵で 3 検体ず

つ、計 12 検体の定量採集（25cm コドラート、目合

0.5mm）とハビタートを視野にいれた定性採集を実

施した。貝沢は流域の 5地点の瀬及び淵で 1検体ず

つ、計 10検体の定量採集（コドラート、目合は同上）

と定性採集を実施した。なお、追加調査については、

支流の合流点（№１と№２）及び№４のそれぞれの

直下に調査地点を設置し№１＋２及び№４'とした

（図１）。ヌタノ沢では定性調査（７地点）を基本と

した。ヌタノ沢における成虫調査は 3地点（A沢：

St.2、B沢：St5、St.6）で実施した（表１、図１）。

　大洞沢、貝沢の定性採集は、原則として「平成

18 年度版　河川水辺の国勢調査マニュアル［河川

版］（底生動物調査編）（国土交通省水管理・国土保

全局河川環境課（2006）に従った。採集は、ハン

ドネットを用いて行い、状況に応じて現場、あるい

図１　調査地点図

表１　調査地点の緯経度及び標高

大洞沢の調査地点

貝沢の調査地点ヌタノの調査地点
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は室内でソーティングを行った。なお、水系規模が

小さなヌタノ沢における調査では、各地点あたり

約 30 分間採集し、定性調査とした。これは、採集

圧によるデータに対する影響が懸念されたためであ

る。

　成虫調査では、灯火による調査に基づいた。灯火

採集では、日没から翌日の日の出まで灯火に集まる

昆虫の成虫を採集した。灯火による採集方法は携帯

LED ライトトラップ（LED 捕虫灯 CR-1007 有 .コス

モ理研 )（図２）を使用した。方法は、白色のバッ

ト（20cm × 30cm）に界面活性剤（洗剤 10ml）を均

一に溶かした溶液を 1cm の深さまで入れ、容器の中

央に灯火採集機を置き、点灯後、一晩放置し、溶液

中に落下した昆虫類を採集し試料とした。採集した

水生動物は、70 パーセントのエタノールで固定し

た後、室内で同定を行った。

　分類・同定については、実施可能な限り最新の情

報をもとに下位分類単位にまで精査した。その他、

化性など生活史他の情報については、日本産水生昆

虫（川合・谷田編，2005）、日本産幼虫図鑑（石綿

他監修，2005）によった。種の配列は ｢河川水辺の

国勢調査のための生物リスト平成 22 年度版 ｣（国

土交通省，2010）に従い ､ダニ目は「日本産ミズダ

ニ類目録」（安倍 , 2006）に、ゲンゴロウ科は「改

訂版図説日本のゲンゴロウ」（森・北山，2002）に

従った。希少種などの選定は、「環境省報道発表資

料　汽水・淡水魚類、昆虫類、貝類、植物 I及び植

物 II のレッドリストの見直しについて」（環境省，

2007 以下環境省 RDB と略）、「神奈川県レッドデー

タ生物調査報告書（神奈川県，2006）に従った。

Ⅲ　結果及び考察

　大洞沢、貝沢及びヌタノ沢の各地点で採集された

底生動物を付表１に示した。付表１よりそれぞれの

沢の底生動物の出現生物リストを示した（付表２）。

また、灯火で採集された水生昆虫類の成虫等を付表

３に示した。以下に、底生動物相の特徴及び注目種

についてまとめた。

１　底生動物相の特徴
①種類組成からみた底生動物相の特徴

　大洞沢、貝沢及びヌタノ沢で採集された底生動

物は、大洞沢 152taxa、貝沢 153taxa、ヌタノ沢 

162taxa、全体で 277taxa( 同定したすべての分類

群を合計した数値。以下種とする )であった（付表

２）。この内訳は、ミミズ綱 6 種、軟甲鋼 2 種、昆

虫鋼 261 種（カゲロウ目 26種、トンボ目 16種、カ

ワゲラ目 26種、カメムシ目 5種、ヘビトンボ目 3種、

アミメカゲロウ目 2種、トビケラ目 61 種、ハエ目

99 種、コウチュウ目 23 種）あり、底生動物のうち

昆虫鋼が全体の 90％以上を占めた。

　相模川水系及び酒匂川水系の 2河川のそれぞれの

種類数を整理するために、3沢より下流域の水系全

域で実施された水源環境保全・再生実行 5ヵ年計画

のモニタリング結果（鳥居他，2011，2012）を水

系別に整合させると、相模川水系 511 種、酒匂川

水系 509 種であることがわかった。国内におけるこ

れまで一級河川のモニタリング結果では、多摩川が

最高で 403 種記録されている（国土交通省，2012）。

また、相模川では、過去の記録を整理し 503 種とさ

れている（石綿，2010）。本調査結果は、国や自治

図２　灯火採集風景

大洞沢 152 種 貝沢 153 種 ヌタノ沢 162 種 全体 277 種

大 洞 沢 の み

出 現 種 35 種

(13.4％ )

貝沢のみ出現種 

33 種 (12.6％ )

ヌ タ ノ 沢 の み

出 現 種 77 種

(29.5％ )

共 通 種 58 種 ’

(22.2％ )
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表２　ヌタノ沢、貝沢、大洞沢の主な出現種、共通種等
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体レベルで実施されているモニタリング結果のなか

では、最も高い数値であるといえる。また、各々の

沢に存在する昆虫類のうち、本川との関連で共通種

がどのくらい占めるかを調べると、大洞沢 147 種の

うち、112 種、約 76.2％が相模川水系と共通であ

ることがわかった（以下 112/147、約 76.2％と記

す）。貝沢では、105/138、約 76.1％、ヌタノ沢で

は 117/159、約 73.6％で、それぞれ相模川水系及

び酒匂川水系と共通であることが判明した（図３）。

なお、底生動物では、大洞沢 117/152、約 77％；

貝沢 117/153、約 76.5％；ヌタノ沢 120/162、約

74％がそれぞれの水系と共通であった。いずれの沢

も、本川と異なる種が 20％以上存在し、源流域の

生物相が特徴づけられることがわかった。次に、各

沢の生物相を比較する（表２、図４）。大洞沢、貝

沢及びヌタノ沢で確認された種のうち、共通種は

58 種 22.2％であった。これらの種はヨシノコカゲ

ロウ、シロハラコカゲロウ、ミルンヤンマ、ヒメク

ロサナエ、キブネミヤマシマトビケラ、セリーシマ

トビケラ、ウスバガガンボ属など山地の小渓流に普

通に生息している種であった。大洞沢のみの確認種

は 35種 13.4％、貝沢のみの確認種は 33種 12.6％、

ヌタノ沢のみの確認種は 77 種 29.5％であった。大

洞沢のみの出現種はオオクママダラカゲロウ、ウエ

ノカワゲラ、アルプスコマドアミカ、サワダマメゲ

ンゴロウなどやや規模の大きい渓流や山地の細流に

生息する種であった。貝沢のみの出現種はアサヒナ

カワトンボ、トウゴウカワゲラ属、オジロサナエ、

ヨツメトビケラ、カワニナなどで丘陵地の細流や低

山地の小渓流に主に生息する種であった。ヌタノ沢

のみの出現種はマルタンヤンマ、タカネトンボ、オ

オアメンボ、ミズスマシ、クロオナシカワゲラ、カ

タツムリトビケラ属、ウルマーシマトビケラ、ヒロ

アタマナガレトビケラなどで、止水やしたたり（飛

沫帯、湿潤区、岩清水）に生息する種のほか、規模

の大きい河川に普通の種も含まれていた。これらの

違いは各地域の標高の違い（大洞沢 470 ～ 480 ｍ、

貝沢 251 ～ 368 ｍ、ヌタノ沢 561 ～ 616 ｍ）や異

なるハビタートに対応したものと考えられる。

②生活史（化性・生息場所）

　水生動物の多くを占める水生昆虫類の化性は、１

化性や年２～３化性の種が多いと考えられている

が、４～５回の多化性種もある。ユスリカのように

小型のグループでは、カワゲラ類，カゲロウ類、ト

ビケラ類と比べてライフサイクルが短い種が多いと

考えられる。一方、大型のグループでは数年を要す

図３　各沢と本川の底生動物
相模川、酒匂川の底生動物の種類数は、鳥居他（2011，2012）を引用し、その結果と本調査データの種類組成を整合させ種類数を求めた（数
字は、左から本川のみで確認された種類数、本川及び各沢で共通に確認された種類数、各沢のみで確認された種類数）

図４　３沢の底生動物（昆虫類）の共通及び固有な種の
種類数（括弧内の数字：総種類数）　　　　
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表３　沢（ヌタノ沢、大洞沢、貝沢）別水生昆虫（トンボ目、カワゲラ目、ヘビトンボ目）のリスト及び化性（1 化 2,
年以上のみ●印）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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る。ここで、幼虫で越冬し、生育に２年以上を要し、

幼虫の成長には餌としての多くの生きた動物を必要

とする大型のトンボ目、大型のカワゲラ目及びヘビ

トンボ目に注目してみたい。

　各沢で採集された前記３目のリストを示した（表

３）。表のうち、生育に２年以上を必要とする水生

昆虫類（以下、１化２年以上と略）は、貝沢（13種）

が最も種類数が多く、次いでヌタノ沢 B沢（８種）、

大洞沢上流沢（８種）、大洞沢下流沢（５種）と続

き、ヌタノ沢 A沢（３種）が最も少なかった（図５）。

ヌタノ沢の例では、オニヤンマやヘビトンボ類は、

B沢では普通に確認されているが、A沢では少なく、

例え採集されていても小型の幼虫のみで、十分に生

育した終齢幼虫の採集例はなかった。このことは、

長い幼虫期を水環境に依存するこれらのグループに

とって、冬期に表流水、プールなどが枯渇する一時

的な水域は、リスクの伴う生息環境となっているも

のと考えられる。この傾向は、流水性のトンボ目に

影響しているようで、カワトンボ科、ムカシトンボ

科、サナエトンボ科の幼虫は、A沢及び大洞沢下流

沢において、確認されないかあるいは極めて少な

かった。

　カワゲラ目のうち、大型で動物食であるカワゲラ

科のクロヒゲカワゲラとアミメカワゲラ科のヒロバ

ネアミメカワゲラの２種については、ヌタノ沢 A沢

において生息していないか、あるいは生息密度が低

いことがうかがえた。クロヒゲカワゲラは、山地の

枝沢などに多く生息する種であって、成虫は夏から

秋にかけて羽化し、幼虫はほぼ通年を表層水で見い

だすことができる。また、ヒロバネアミメカワゲラ

は早春に成虫が羽化するが、幼虫が表層水を利用し

始めるのは晩夏から秋口であり、冬季に成長するこ

とが知られている。ともに、冬季を成長期とし、大

型であるということから、成長においてより安定し

たハビタットを必要としている可能性があり、流水

環境の少ない水域では幼虫期を過ごすのに困難を伴

うのであろう。

　コウチュウ目においても、ヌタノ沢 A沢から採集

された種類数は少なかった。水生のコウチュウ目の

ほとんどが幼生期を水中で生活するグループである

ため、冬季に枯渇する傾向のあるヌタノ沢 A沢では

生息が難しく、採集個対数が少ない結果が得られた

ものと考える。唯一 A 沢で確認されたコクロマメ

ゲンゴロウは、沢自体が枯渇しても水分を含んだ落

ち葉の下や小さな水たまりでも生活できる種で、幼

虫と成虫ともに細流の淀みや登山道側縁沿いにでき

た、水のしみ出しているような場所から見出すこと

ができる。冬季に枯渇傾向のある A沢においても、

部分的に湿潤な場所が存在することが、この種の生

息を可能にしていると思われる。マルガムシは幼虫、

成虫ともに水生で、もっぱら歩き回り遊泳しない流

水性の水生コウチュウである。流水の石の間や落ち

葉の溜まった中などから見出される。幼虫及び成虫

の生態から、冬季に枯渇する沢での生息は難しい。

マルハナノミの仲間は幼虫が水生で、成虫は陸生と

なる。流れの淀みに溜まった落ち葉の中や、岩盤の

したたりなど、種類により多くの水域から確認する

ことができる。A沢からはまったく確認できず、反

対に B沢では個体数も多く優占していることは、こ

のことを物語っている。ハバビロドロムシは神奈川

県内でもあまり確認されていない種で、成虫は半水

生で水のない場所でも生息可能であるが、幼虫は完

全な水生で、水域が枯渇しさらに溶存酸素量の少な

い場所では生息は不可能であると思われる。

　水生昆虫類の生活史は複雑で多義にわたっている

が、一生のうち、一部あるいはほとんどを水生の生

活をおくる。従って、第一義的には、水界の存在は

それぞれの生活史を円滑におくる上で重要である。

しかし、表流水が一時的に枯渇あるいは伏流するよ

うな源頭部（一次谷）の環境や垂直岩盤などのした

図５　沢（ヌタノ沢、大洞沢、貝沢）別水生昆虫類（ト
　　　ンボ目、カワゲラ目、ヘビトンボ目）の種類数（濃
　　　色部＋淡色部）及び化性において、１化２年以上
　　　の習性をもつ昆虫類の種類数（濃色部）
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たりを積極的に利用する水生昆虫が存在する（三枝・

倉西，2005）。例えば、前者はガガンボカゲロウ、

後者はカワゲラ目オナシカワゲラ類、トビケラ目ナ

ガレトビケラ類はこのような水域の代表種である。

断続的な流水域やしたたりには魚類など大型の捕食

者の存在が少なく、安全な水域として積極的に利用

されていると考えられる。これらのうち、ガガンボ

カゲロウやオナシカワゲラ類は、有翅の昆虫で、成

虫期に飛翔し移動できるにもかかわらず他地域との

交流がなく遺伝的にもかなり孤立した分類群といえ

る（石綿他，1997；東城・石綿，2007）。一方、同

じカゲロウ類においても、広域的に分布するナミヒ

ラタカゲロウは、隣り合う沢間での遺伝子の交流が

あるといった報告もある（Takemon, et al., 1998）。

トビケラ類についても、移動分散する報告も多く、

例えば、成虫採集におけるヌタノ沢 A 沢ではウル

マーシマトビケラのような広域分散種のみが、B沢

では移動性の低い種が多く採集された。また、オニ

ヤンマやタカネトンボのように B沢に普通にみられ

る種の産卵行動が A沢でしばしば確認されているこ

とや、上流の一時的なプールにムラサキトビケラの

筒巣が確認されていることなど、沢間の交流はかな

り普通なことと考えられる。

　以上のことから、大型のトンボ目、大型のカワゲ

ラ目、ヘビトンボ目及びコウチュウ目は、源流モニ

タリングにおける表流水の有無など水環境の指標生

物として有用であろう。一方、これら以外の水生動

物であっても、源頭部の飛沫帯や止水域など特異な

環境に生息場所をもつ水生動物は、調査対象水域の

生息場所をモニタリングする際の指標生物として利

用できるであろう。

２　注目種
　新たな水域の調査では、ファウナ上の新知見とと

もに、国内初記録及び未記載種などの新知見が期待

される。本項では、特に注目すべき種として、日本

未記録種および神奈川県 RDB 種（神奈川県，2006）

として指定された昆虫類を中心にまとめた。なお、

環境省のレッドリスト（環境省，2007）に指定され

た昆虫は確認されなかった。

　一般に、昆虫分類は、成虫の交尾器によることが

多く、幼虫のような未成熟段階の形質を用いること

は、精度上の問題が多い。分類上、未整理分野の多

い水生昆虫類においてもその例外ではなく、幼虫と

成虫の関連や各形質の比較研究が必要とされるた

め、成虫調査の実施は重要である。ヌタノ沢の底生

動物調査と平行して実施した灯火採集によって確認

された水生昆虫の成虫（カゲロウ目、カワゲラ目、

トビケラ目）のなかで（付表３）、日本未記録種の

うち未記載種と考えられるものは、カゲロウ目２

種、カワゲラ目５種、トビケラ目２種であった。こ

のうち、カゲロウ目の２種は本報告とは別に石綿他

（2013）によって報告された。一方、灯火採集と飼

育調査をとおして確認されたハエ目ユスリカ科につ

いては、２種が未記載種と考えられ、そのうち 1種

が Kobayashi（2012）によって新種として報告され

た。また、ヌタノ沢のユスリカ科については、本報

告とは別に小林（2013）によって、106 種が記録さ

れ日本初記録種あるいは希少な種として 15 種が明

らかにされた。この他の知見については、他の分類

群を含め、現在、精査、検討中である。

　神奈川県の RDB 種として指定された種は、ガガン

ボカゲロウ、ニホンカワトンボ、ミルンヤンマ、タ

カネトンボ、オオアメンボ、ハバビロドロムシ、ミ

ズスマシ、クロズマメゲンゴロウの８種であり、そ

れぞれの種について以下に概説した。

ガガンボカゲロウDipteromimus tipuliformis McLachlan

　（図６）

　ガガンボカゲロウは、日本特産で奄美大島から

本州にかけて分布する。成虫の体長は、最長 20mm

ほどで、カゲロウでは大型である（石綿・竹門，

図 6　ガガンボカゲロウ
　　　Dipteromimus tipuliformis McLachlan 、成虫
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2005）。他府県の分布の例では、低山地の源流域で

普通であるが、丹沢では、源頭部付近の小さな流れ

やプールに確認されることが多く、幼虫は人目に付

きにくい種である。いずれの場所も、魚類など大型

の捕食者の影響が少ない渓流の上部に生息場所を

もっていることが多い。分布の東限は神奈川県とさ

れていて、そのことと地域性が高いことから（後述）、

神奈川県版 RDB 種の注目種とされている。成虫は、

水域にごく近い岸よりの 30cm から 2mほどの低い草

木の葉表で確認されることが多い。

　今回の調査で、幼虫が、貝沢及び大洞沢から採集

された。これまでの東限の記録が早川水系の大平と

されているので（東城・石綿，2007）、大洞沢で採

集されたことは、分布がさらに東の水域で確認され

たことになる。なお、最近、津久井湖に注ぐ小河川

（三井名手）でも確認されているので（守屋・窪田，

2012）、今後、県東部の低山地でも採集される可能

性がある。

　東城・石綿（2007）は、本種の地域個体群内での

遺伝的多様性の低さや、 個体群間でのハプロタイ

プの孤立化を指摘し、この背景として、 ガガンボカ

ゲロウの生息環境そのものが局所的な分布となる河

川源流域であることに加え、極めて低い移動・分散

力が、各地域個体群間の遺伝的な交流を妨げ、 遺伝

的にも孤立した個体群が維持されてきたものとして

いる。一般に、希少な種の保全の方策として、種レ

ベルで検討されることが多いが、多様性の保全には、

地域個体群レベルでの保全が必要であろう（東城・

石綿，2007）。水生昆虫類には、本種のほかに、カ

ワゲラ、トビケラなどに見られるように、源流域に

生息場所をもつものも少なくない。したがって、源

流域の保全には、河川はもとより森林管理も含めた

多方面での施策が重要と考えられる。

ニホンカワトンボ Mnais costalis Selys　（図７）
　ニホンカワトンボは、日本では北海道から本州に

かけて分布し、国外ではロシア（千島列島）に分布

する。成虫の全長は、雄で 50 ～ 68mm、雌で 47 ～

61mm。幼虫期間は 1～ 2年程度で、平地から丘陵地

の近くに樹林のある抽水植物や沈水植物の繁茂する

清流に生息する（尾園他，2012）。また、杉村他（2008）

は、本種が近縁のアサヒナカワトンボと比べ比較的

水量が多く開放的な流れを好むとしている。神奈川

県内では、多摩丘陵、相模原台地を南下し、相模川

以西では大磯丘陵沿いに酒匂平野まで分布している

が、県東部では都市開発のためかつての産地の多く

で絶滅し、市民の森などの保全緑地の源流部に残存

している状況であることから、神奈川県版 RDB の準

絶滅危惧種とされている（苅部他，2006）。

　今回の調査で、尾鰓の形状から本種と同定される

幼虫がヌタノ沢の B 沢の緩やかな流れで採集され

た。苅部他（2010）は、酒匂川の中・下流部ではニ

ホンカワトンボ及び伊豆個体群が分布するとし、酒

匂川の上流部から近縁種の記録がないとした。その

後、神奈川県のモニタリング調査によって、世附川

（一の沢・一の沢橋）で同属の種が確認されたが（鳥

居他，2012）、標本が不完全であるため種の同定は

困難である（齋藤，私信）。

ミルンヤンマPlanaeschna milnei (Selys) （図８, ９）
　ミルンヤンマは、日本特産種で北海道南部から九

州にかけて分布し、佐渡島など複数の離島にも産

する。成虫の全長は、雄で 61 ～ 78mm、雌で 61 ～

80mm。幼虫期間は半年～ 3年程度だが卵期間が 5～

8ヶ月と長い。丘陵地から山地の森林に囲まれた渓

流に生息する（尾園他，2012；杉村他，2008）。神

奈川県内のほぼ全域に生息するが、都市部では開発

により危機的な状況にあるほか、地下水の枯渇のた

めか水源が途絶える地点が増え、今後の減少が危惧

されるため神奈川県版 RDB の要注意種とされている

（苅部他，2006）。

　大洞沢、貝沢及びヌタノ沢で幼虫が採集された。

ヌタノ沢の A 沢は冬季に大部分が伏流水となるた

図７　ニホンカワトンボ Mnais costalis Selys、成虫
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め、卵～幼虫期の長い本種の幼虫は成長出来ないと

考えられる。

タカネトンボ Somatochlora uchidai Fӧrster　（図 10）

　タカネトンボは、日本では北海道から屋久島にか

けて分布し、国外では中国、ロシア（千島列島）に

分布する。成虫の全長は、雄雌ともに 53 ～ 65mm。

幼虫期間は 2 ～ 3 年程度で、おもに丘陵地や山地

の樹林に囲まれた薄暗い池沼に生息する（尾園他，

2012．杉村他，2008）。神奈川県のほぼ全域に生息

するが、近年、湘南および県東部における減少が顕

著であり、生息環境が人工的な改変により消滅する

例が多いため、神奈川県版 RDB の要注意種とされて

いる（苅部他，2006）。

　今回の調査で、ヌタノ沢の A沢および B沢の止水

環境で幼虫が採集され、同水域でパトロールする成

虫も観察された。

オオアメンボ Aquarius elongatus (Uhler) （図 11）

　オオアメンボは、日本では本州から九州にかけて

分布し、国外では韓国、中国、台湾に分布する。成

虫の体長は 19～ 27mm で日本最大種。池沼などの止

水域、緩流に生息し、日陰となる水面を好む（林・

宮本，2005）。県内では広く記録されているが、近年、

生息地の改修工事や水質汚染により相模川以東での

減少が激しく、分布域の縮小が顕著なため神奈川県

版 RDB の準絶滅危惧種とされている（苅部，2006）。

　今回の調査で、ヌタノ沢の A沢及び B沢の止水環

境で成虫が多数観察された。同属の幼虫も観察され

ていることから、調査地点で繁殖している可能性は

高い。

ハ バ ビ ロ ド ロ ム シ　Dryopomorphus extraneus 

Hinton　（図 12）

図８　ミルンヤンマ Planaeschna milnei (Selys) 、成虫

図９　ミルンヤンマ P. milnei 、幼虫

図 10　タカネトンボ Somatochlora uchidai Fӧrster、成虫

図 11　オオアメンボ Aquarius elongatus (Uhler)、成虫

図 12　ハバビロドロムシ　Dryopomorphus extraneus 

　　　Hinton、成虫　
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　ハバビロドロムシは、本州から九州にかけて分布

する。ヒメドロムシ科の中では体長約4㎜と大型で、

同属のヒメハバビロドロムシは少し小型となる。ほ

とんどが河川源流部から発見されており、神奈川県

内のからは過去に２例の記録があるのみである。座

間市では湧水流から（西川・丸山，1993）、相模原

市緑区鳥屋の早戸川上流部に流れ込む細流でこの

記録であるが（守屋，1994）、神ノ川支流の矢駄沢

に流れ込む細流の湧き出し口からも発見されてい

る（守屋 , 未発表）。本科の幼虫、成虫はほとんど

が水生であるが、一部の属では半水生と思われるグ

ループもあり、本種の含まれる属でもこのことがい

える。本属の成虫は、水の中から採集するというよ

りは、水際にたまった落ち葉や木の枝、コケ類など

からよく採集されることからもこのことが伺える。

　本種は一ヶ所で数多く確認されることはなく、ま

た近隣に同条件の場所があっても確認することが難

しく、広い範囲で分布が確認できない。情報が少な

いものの、生息環境の悪化や変化などにより簡単に

絶滅してしまう可能性の高い水生コウチュウと思わ

れる。ヌタノ沢では幼虫も確認されており、現在神

奈川県内で記録されている地点の中では最も標高が

高く、本来の生息場所として位置づけることができ

るかもしれない。丹沢山地河川源流域の環境が、森

林整備などにより安定した状態で保全されていくこ

とが、本種の生息の存続に欠かすことのできない条

件と思われる。

ミズスマシ　Gyrinus japonicas Sharp　（図 13）

　ミズスマシは北海道から九州まで分布している水

生コウチュウで、水面をクルクル回りながら動く行

動が特徴的である。幼虫・成虫ともに肉食で、成虫

は活動しながら水面に落ちた昆虫や、水中の水面近

くにいる昆虫などを食べている。幼虫は水生で、他

の水生昆虫や小動物を大きなあごで捕え食べてい

る。

　神奈川県内では比較的広い範囲で確認されている

（平野 , 2004）が、本種の生活場所である止水域が

減少し、神奈川県のレッドデータ生物調査報告書

においても準絶滅危惧種に指定されている（苅部 , 

2006）。丹沢山麓が主な生息場所となっており、平

野部では姿を消してしまったようである。自然状態

で池や湿地が減少、消滅している現状では、山間地

の小規模な水溜りなどで確認できようであるが決し

て多くはない。

　自然状態での池や湿地といった止水域が減少して

いるなか、皮肉なことに人間により造られた砂防ダ

ムでできた止水環境や、人工湖により形成された湖

岸の入り江が、ミズスマシにとって条件のそろった

場所になっているようである。このことは、今回の

調査によりヌタノ沢の砂防ダムで確認されたことか

らも裏付けられている。ミズスマシは、平野部での

生息場所を追われ、山間部に残され、造られた環境

に適応し、したたかに生きているが、砂防ダムとい

う不安定な環境において、種をいかに維持していく

ことができるかは確実とはいえない。止水性の水生

昆虫にとって、このような環境が現状で存在するこ

とは幸いではあるが、決して保障されない場所であ

ることも事実である。

クロズマメゲンゴロウ　Agabus conspicuus Sharp　

（図 14）

図 13　ミズスマシ　Gyrinus japonicas Sharp、成虫

図 14　クロズマメゲンゴロウ　　　　　　　
　Agabus conspicuus Sharp、成虫
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　クロズマメゲンゴロウは北海道から九州に分布

し、主に山間地の水溜りや池などで見られる。体長

約 1cm と中型の部類に入るゲンゴロウで、同属のマ

メゲンゴロウとは容易に区別することができる。

　神奈川県内では平野部の河川や池などから確認さ

れているが（平野 , 2004）、現在では数ヶ所のみと

なっており、神奈川県レッドデータ生物調査報告書

では絶滅危惧Ⅱ類とされている（苅部 , 2006）。流

水性のゲンゴロウやミズスマシは、生息場所も安定

し生存している種も多くいるが、ミズスマシ同様止

水性の昆虫類にとっては、その環境さえ存在しない

状態となってしまい、絶滅危惧や情報不足、絶滅と

いったカテゴリーが多くみられる。

　比較的小規模な止水域でも見られ、県内での筆者

の一人の知る記録地は、増水時河川敷に残された川

岸の水溜りである。県外での採集経験では、湿地の

水溜りや砂防ダム、林道の水溜りなどがあり、ヌタ

ノ沢でも砂防ダムで確認されている。他の場所から

飛翔して移動してきたことも考えられるが、条件の

合う場所がなくては繁殖することはできず、貴重な

場所となっていることに違いはない。

　ミズスマシ同様、止水性の水生昆虫にとって山間

地の水域は貴重な場所である。神奈県内における水

辺の環境悪化と止水域の壊滅的な状況から、皮肉に

も山間部の砂防ダムの環境は、止水性昆虫にとって

残された生息域として、安定的な場所になりうるこ

とも考えられる。適切な管理に基づく森林整備は、

止水性動物の生息場所の保全という観点からも重要

であり、さらには、生物多様性の保全に繋がること

を意味するであろう。

Ⅳ　まとめ

・源流河川（大洞沢、貝沢及びヌタノ沢）の底生動

物を 2007 年〜 2012 年にかけて調査した。

・その結果、大洞沢 152 種、貝沢 153 種、ヌタノ

沢 162 種、全体で 277 種が確認された。下流域で

実施された水源環境保全・再生実行 5ヵ年計画の底

生動物のモニタリング結果と合わせると相模川水系

の底生動物は 511 種、酒匂川水系のそれは 509 種で

あった。

・大洞沢では山地の渓流や細流、貝沢では丘陵地の

細流や低山地の小渓流、ヌタノ沢では止水、湿潤区、

岩清水や規模の大きい河川の普通種がそれぞれ生息

することがわかった。

・大型水生昆虫類（トンボ目、カワゲラ目、ヘビト

ンボ目）及びコウチュウ目は、冬季に枯渇する傾向

の沢（ヌタノ沢 A沢、大洞沢下流沢） では少ない傾

向であることがわかった。このことは、これらの動

物が源流モニタリングにおける水環境の指標生物と

して有用であることが指摘された。

・未記載種としてカゲロウ目 2種、カワゲラ目 5種、

トビケラ目 2種、ハエ目ユスリカ科 2種が確認され

た。この他、ユスリカ科において日本初記録種ある

いは希少な種として 15種が確認された。

・注目すべき種（神奈川県 RDB 種など）として、ガ

ガンボカゲロウ、ニホンカワトンボ、ミルンヤンマ、

タカネトンボ、オオアメンボ、ハバビロドロムシ、

ミズスマシ、クロズマメゲンゴロウが採集された。
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